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硬 式 野 球 部 上 田 　 遥
ラ イ フ ル 射 撃 部 大 友 健 郎
硬 式 野 球 部 小　野　翔太郎
ウィンドサーフィン部 小 松 大 悟
水 泳 部 権 藤 大 平
水 泳 部 新 谷 　 健
居 合 道 部 田 代 大 知
硬 式 野 球 部 田 中 英 祐
弓 道 部 永 田 浩 章
アメリカンフットボール部 吉 村 隆 之
体育会優秀賞（５名）
所属クラブ 氏　　名
フ ェ ン シ ン グ 部 川 崎 晋 平
少 林 寺 拳 法 部 川 崎 美 樹
弓 道 部 北 村 裕 樹
フ ェ ン シ ン グ 部 近 藤 真 帆









学       　　　　部 募集人員 志願者数 倍　　率
（参考） 前 年 度 最 終
募集人員 志願者数 倍  率
総合人間学部
前   期 120人 412人 3.4 120人 454人 3.8
文 系 65 231 3.6 65 207 3.2
理 系 55 181 3.3 55 247 4.5
文  学  部 前   期 220 617 2.8 220 647 2.9
教 育 学 部
前   期 60 195 3.3 60 203 3.4
文 系 50 148 3.0 50 159 3.2
理 系 10 47 4.7 10 44 4.4
法  学  部 前   期 320 746 2.3 320 857 2.7
経 済 学 部
前   期 230 649 2.8 230 719 3.1
一 般 180 424 2.4 180 485 2.7
論 文 25 100 4.0 25 106 4.2
理 系 25 125 5.0 25 128 5.1
理  学  部 前   期 311 861 2.8 311 805 2.6
医  学  部 前   期 250 677 2.7 250 673 2.7
医 学 科 前   期 107 328 3.1 107 326 3.0
人間健康科学科 前   期 143 349 2.4 143 347 2.4
看 護 学 専 攻 前   期 70 167 2.4 70 159 2.3
検査技術科学専攻 前   期 37 104 2.8 37 99 2.7
理学療法学専攻 前   期 18 39 2.2 18 39 2.2
作業療法学専攻 前   期 18 39 2.2 18 50 2.8
薬  学  部 前   期 80 201 2.5 80 232 2.9
薬 科 学 科 前   期 50 111 2.2 50 123 2.5
薬 学 科 前   期 30 90 3.0 30 109 3.6
工  学  部 前   期 955 2760 2.9 955 2867 3.0
地 球 工 学 科 前   期 185 409 2.2 185 379 2.0
建 築 学 科 前   期 80 276 3.5 80 318 4.0
物 理 工 学 科 前   期 235 796 3.4 235 777 3.3
電気電子工学科 前   期 130 377 2.9 130 407 3.1
情 報 学 科 前   期 90 321 3.6 90 341 3.8
工 業 化 学 科 前   期 235 581 2.5 235 645 2.7
農  学  部 前   期 300 923 3.1 300 898 3.0










































































































































































特別経費　計  48 件
  内　訳　　新規　 6 件
 ［　　　　　継続　42 件］
病院特別医療機械設備（財政投融資設備）
































































































































































































































































































































































































































































参加者は今後もKyoto International Consortium 
for Asian Studies （KICAS）（京都アジア研究国際コ
ンソーシアム）のウェブサイトを通じて交流を続け，
単位互換や学生・研究員，教員の交換も視野に入れ
た国際連携の一層の発展を図ることを約束した。
本事業は大学の世界展開力強化事業「「開かれた
第７回次世代グローバルワークショップを開催
集合写真
高野川保育園を見学する参加者たち
「北白川の花の家」屋上にて
「北白川の花の家」にて
入居者と交流する参加者たち
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12月14日（日）に，京都大学・日本財団森里海シン
ポジウム「「人と自然のつながり」を育てる地域の力 
－淡海（おうみ）発・企業の挑戦－」を，キャンパス
プラザ京都において開催した。今回の森里海シンポ
ジウムでは，琵琶湖を抱え環境先進県と言われる滋
賀県を舞台に，環境マネジメントや地域振興に取り
組む企業の取り組みを報告いただいた。
基調講演では，嘉田由紀子 前滋賀県知事による，
研究者や知事として琵琶湖辺の環境や人々の暮らし
と関わる中でどのようなことを考え，どのような取
り組みをしてきたかについての基調講演があり，環
境共生，生活環境主義，ふれあい価値など，自然と
人の暮らしやつながりを重視されてきたことがとて
も明確に感じられる内容であった。
続いて，滋賀県の企業から，株式会社たねや農藝
の讃岐和幸 北之庄菜園長，株式会社コクヨ工業滋
賀の前田賢一 代表取締役社長，滋賀銀行の辰巳勝
則 総合企画部CSR室長によるそれぞれの取り組み
京都大学・日本財団森里海シンポジウム開催
12月13日（土），新・都ホテルにおいて，経済研究
所シンポジウム「22世紀に向けた政策課題と大学の
役割　京都からの発信」を開催した。
今回のシンポジウムでは，平成26年10月１日付け
にて本学総長に就任した山極壽一 総長をはじめ，
中央省庁において経済政策等に携わってこられた専
門家など４名の方々が，22世紀に向けた政策課題，
大学の役割について講演を行い，研究者，市民の方々
など150名近い参加があった。
溝端佐登史 経済研究所長による開会の挨拶，先
端政策分析研究センタ （ーCAPS）の紹介の後，木下
康司 前財務省事務次官から「財政金融政策の軌跡と
将来の展望」と題して，日本が財政金融政策におけ
る課題のトップランナーであり早期対応が重要であ
ること，本東　信 国土交通省国土政策局長から「『国
土のグランドデザイン2050』と新しい国土形成計画」
と題して，対流促進型国土の形成についての講演が
あった。続いて，山極総長から「科学技術外交と大
学の役割」と
題して，科学
技術外交の取
り組みの重要
性と「学びの
場」としての
本学の取り組
みについて，
最後に藤田昌久 経済研究所特任教授・経済産業研
究所（RIETI）所長から「グローバル化と知識創造時
代における政策課題」と題して，知識創造社会におけ
る多様性のあり方と今後の政策対応の方向性につい
て講演が行われ，津田敏隆 生存圏研究所長による
閉会の挨拶でシンポジウムは盛会のうちに終了した。
 （経済研究所）
経済研究所シンポジウム「２２世紀に向けた政策課題と大学の役割　京都からの
発信」を開催
ASEAN＋6」による日本再発見 －SENDを核とした
国際連携人材育成」およびスーパーグローバル大学
創成支援（SGU）事業の一環として実施し，平成27年
度も継続して開催する予定である。
 学際融合教育研究推進センター　
 （（アジア研究教育ユニット）　　　）
会場の様子
山極総長による講演
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三宅弘三先生は，12月15日
逝去された。享年86。
先生は昭和26年３月京都大
学理学部を卒業後，同大学院
に同31年５月まで在籍，同年
６月に同大学化学研究所助手
に採用され，同年９月より同
36年２月までアメリカ合衆国ロチェスター大学大学
院に在学し，同年７月にはロチェスター大学から
Ph.Dの学位を授与された。さらに，昭和37年３月
には京都大学理学博士の学位を授与された。昭和39
年７月理学部助教授，同48年10月教授に昇任され，
平成３年３月に停年により退官されるまで，高エネ
ルギー講座を担当され，同年４月に京都大学名誉教
授の称号を授与された。また，高エネルギー物理学
研究所の運営協議員等を歴任された。
先生は，日本における素粒子物理学の黎明期に本
学の高エネルギーグループを結成，その後の日本の
素粒子物理学興隆に貢献された。その業績は，電子
シンクロトロンや陽子シンクロトロンを用いた核子
共鳴の解明とクォーク模型の構築，アメリカ合衆国
フェルミ国立研究所におけるウプシロン共鳴実験に
関する国際共同実験の遂行，トリスタン電子・陽電
子衝突型加速器を用いた電弱統一理論や量子色力学
の検証など多岐にわたり，日本の高エネルギー素粒
子物理学の発展に尽力された。
 （大学院理学研究科）
三宅　弘三　名誉教授
訃報
このたび，三
み
宅
やけ
弘
こう
三
ぞう
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同氏の略歴，業
績等を紹介します。
ご意見・ご感想をお寄せください。　京都大学渉外部広報・社会連携推進室　〒606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
「京大広報」の既刊号は，次のURLでご覧いただけます。　http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/issue/kouhou/
について講演があった。讃岐園長からは，甲子園三
つ分の新しい敷地を「人々の集まる森のお菓子屋さ
ん」とするべく取り組んでいる“森を作り里を作る”
活動について，前田取締役社長からは，びわ湖・淀
川水系のヨシを原材料の一部として使用した
【ReEDEN】シリーズの開発・製造・販売にまつわ
る話や有志数人から始めたヨシ刈り活動の拡がりに
ついて，辰巳室長からは，「環境格付」を通した企業
の環境配慮の取り組みの促進やさまざまなつながり
を創出する「環境コミュニケーション」の取り組みに
ついての紹介があった。
次に，森里海連環学からみる淡海の企業の挑戦と
題して，「環境ガバナンス・地域振興」（吉積巳貴 森
里海連環学教育ユニット特定准教授），「企業活動と
環境」（吉野　章 地球環境学堂准教授），「森林・里
山環境」（柴田昌三 地球環境学堂教授）の各視点から
３企業の取り組みについて解説を行い，清水夏樹 
森里海連環学教育ユニット特定准教授のコーディ
ネートでパネルディスカッション「森里海連環を通
じた“ものづくり” “ひとづくり” “地域づくり”」を
行った。パネルディスカッションでは，滋賀県では
琵琶湖を抱える以外にも宗教的要素などの文化背景
も地域や人のつながりを支えていること，企業の環
境に対する取り組みを継続させるために必要なこと，
地域とのネットワークの作り方などについて意見が
交わされた。嘉田前知事からは，研究者や学者は政
治に背を向けないでほしいという願いと女性の社会
進出と感性への期待が述べられた。
師走の忙しい時期にも関わらず，150名を超える
参加があり，参加者から寄せられた意見により充実
したパネルディスカッションになった。
 学際融合教育研究センター　
 （（森里海連環学教育ユニット）
パネルディスカッションの様子
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